



The SIST Information System 
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Abstract: The SIST Information System is a kind of system to evaluate education system. Its can display graphs 
and tables of a distribution of scores on a test, a questionnaire, etc., based on the SIST database system. In this 




























2. 1 大学基幹システムとの接続 
今回我々は，学内ネットワークからいつでも参照可能な
学内情報の統計データ閲覧用の Web ページを Linux マシ 
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ンである cs-www (133.88.121.100）上に作成するために, 





cs-www の間に Gateway マシンを設け，そこと cs-www 間
に ODBC 接続によるブリッジ（ODBC-ODBC bridge）を架
けることにより，Oracleデータベース内の情報を間接的に
読み取ることができるようにした．この節では，その概要
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図 1 今回構築したデータベースネットワーク 
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(Other Computer）や cs-www から Oracle データベースを
直接参照することは不可能である． 
そこで我々は事務局内ドメインに Gateway マシンを一
台設置し，Oracle データベースの内容を ODBC インター 
フェースを介して Access ファイルとして参照できるよう
にした．そしてそこにフリーの ODBC-ODBC bridge であ
る brodbc [brodbc］のサーバを組み込み，同じ brodbc のクラ
イアントを cs-www に設置して，cs-www から間接的に 
Oracle データベースの情報を読み取れるようにした（図1 
内の太矢印線が情報の流れ）．この結果，Orack データベ 
ース内の情報は Gateway を介して cs-www で参照でき，学





・事務局内 Windows ドメインのセキュリティポリシー 
の書き換えを必要としないため, 書き換え時の過失に
よる重大なセキュリティホールを発生させない 
・極めて限定されたネットワーク接続でしか Oracle デ 
ータベース内の情報を参照できないため，セキュリテ







・Oracle データベースと管轄する Oracle サーバと 











2.1.2 ODBC-ODBC bridge の役割 
cs-www 
図20叩O-ODBO bridgョのレイヤー構造 
本節では cs-wwwと Gateway マシンとの間に架けられた 
ODBC-ODBC bridge について解説する．まず図 2 のソフト
ウエアレイヤー図に沿って説明を行う． 
通常， RDBMS (Relational DataBase Management System) 
は SQL 文を介して他の言語（C/C++, Java, Perl, PHP, 
Python, Ruby など）とのやり取りを行うが，s（マ L 文をど
のようなプロトコルによって受け渡すかは RDBMS や言
語によって異なる，主要なWeb開発言語のーつであるPHP 
では, 各 RDBMS ごとに異なるライブラリとドライバが用
意されており，ユーザはこれを使い分けて RDBMS とのア
クセスを制御することになる．主として AccessTM データ
ベースとのアクセスに用いられる ODBC (Open DataBase 
Connectivity) インターフェースも主要な Web 開発言語で
は使用可能であり，当然 PUP にも ODBC ライブラリが用
意されている，Linux 環境でこの ODBC ライブラリと， 
unixODBC (ODBC ドライバ）[unixodbc] をセットにして使
用するのが標準のようである． 
図3 unixODBCと各種RDBI'PEとの連携 
この unixODBC は，Vine Linuく標準のものでは 
/etc/odbc.ini に ODBC アクセス用の設定を書くようになっ









このように unixODBC を組み込むことによって,PHP 
側からはどの RDBMS を用いているかを全く意識するこ
となく，ODBC ライブラリ関数だけを使用して全ての 
ODBC インターフエース付き RDBMS を操作することが
できるようになる（図4). 
今回はネットワーク上に存在する二つの ODBC インタ 
ーフェース間を接続するために,ODBC-ODBC bridge を組
み込んだ‘ 2008 年現在, この unixODBC 用のドライバが
提供されている ODBC-ODBC bridge はEasysoft 社の開発
したもの［easyson] と, 個人で開発されたオープンソースの 
brodbc {brodbc］が入手可能であったので，今回は後者の最
新版（brodbc03 tar. gz）を使用した，Gateway マシンに必要
な（)DBC-ODBC bridge サーバは別途インストールし, 
Windows 上のサービスとして常時起動しておく必要があ
る． 
2.1.3 Brodbc を用いた ODBC-ODBC bn昭e の構築手順 
本節では Vine Linux 3.1でunixODBC + brodbc03. tar. gz 
(ODBC-ODBC bridge）を使う手順を示す． 
(1) brodbc [brodbc］の最新版 brodbcO3.tar.gz を cs-www 上に
ダウンロードし解凍する．その中の ODBC-ODBC bridge 







・ DSN (sampleDSN) 
・ Database 名 (sampleDBName)  
・ユーザの (sampleUD) 
パスワード（samplePWD) 
(2)IJNIXODBC ドライバを cs-www にインストールする 
(3) brodbc03.tgzのうち,client/makefile.ux を次のように書き
換える（libodbc には SQL API がなくなっていたので） 
ODBCLIB = /usr/lib/libodbcinst. so. 1. 0. 0 
(4) makeして brodbc. so をノusr/lib にコピー 
(5) /etc/odbcinst.iniにドライバ名（brodbc03 ）を追記 
[brodbcO3] 
Description 
	 = ODBC-ODBC bridge 
Driver 
	 = /usr/local/lib/brodbc. so  
LisageCount 
(6）ノetc/odbc.init に下記を追記して， ODBC から 
''sampleBrodbc'' でアクセスできるように設定 
[sampleBrodbcl 
Driver = brodbc03 
Server = gatewaylP 
Port = gatewayPort 
DSN 	 = sampleDSN 
Database = sampleDBName 
Username = sampleUlD 
Password = samplePWD 
Servercharset = Shift.Jis 
Charset = eucjp 
Debug = 0 
(7) cs-wv'wから is叫コマンドを下記のように用いてODBC 
経由の接続が可能であることを確認 









SQL> クこのプロンプトが出れば OK 
(8) phpーodbc ライプラリを cs-www にインストールする
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クデータベースへの接続を開く 
$ conn_id = odbc_connect ("sanipleBrodbc", 
"sampleUlD", "sampleP'iD"); 




ノノ SQL Query発行 
$result = odbc_do($conn_id, "SELECT * from テ 
ーブル名”)i 





while ( odbc_fetch_row($result) ){ 
print odbc_result($result, 1) ーノノ，” 





























































ル number tableを更新時期に合わせて作成している． 
以上述べた処理は，具体的には，図 5 に示す管理者用の
ページから実行可能である．すべてのデータを初期状態か
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するデータです 
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試職と航職先との闘係などに醐するデータです 
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大きく分けて，TABLE 要素と APPLET 要素から構成され
ている．円グラフの場合は，全体及び学科毎にグラフが出
力されるため,5つのAPPLET 要素が記述されている．た  














鵬雁陶‘ 虜繊宏の棄窟(1994*戻卒葉生ノ ，: 
r野山・4, 	 栗種 人：、入；P 震 W ぷWN N A16 N A11 N 人；、 	 ， 
電気‘電子繰舞 5 62 0 2602 3 7 ' 
線 械 lI に●” 1593 95 5 
その曲 S 99 5 655 93 ' 
錆編熱奪里 0 50 II 79 0 70 I 
	
商 祖 	 2 25 0 	 99 ' 	 II'9 
	
建設雄 	 5 	 74 7 97 73 00 I 


























































































1 ) 	 http://www.amy.hi-hoiie.jp/jbaba/brodbc/brodbc.htrn  
(ODBC プロトコル・ブリッジ） 
2) http:I/www.easysoft . comlproductsldata_accesslodbc_od 
bc_bridge! (ODBC-ODBC Budge) 
3) htゆノノWW\V. unixodbc.ouigノ（unixODBの 
4) http://www.sist.ac.jp/--suganuma/cpp/mokuji.htm 
(C/C-H-a Java) 
